
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

制
度
の
お
知
ら
せ

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
、
職
業
技
能

を
身
に
つ
け
る
た
め
、
教
育
訓
練
講
座
を

受
講
し
た
場
合
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
ま

た
は
同
等
の
所
得
水
準
の
方

②
過
去
に
こ
の
給
付
金
を
受
給
し
て
い
な

い
方

③
そ
の
講
座
を
受
け
る
こ
と
が
職
に
就
く

た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と

受
給
額

受
講
料
の
４
割
相
当
額

（
上
限
20
万
円
、
下
限
８
千
円
）

対
象
講
座

指
定
教
育
訓
練
講
座
等

申
請
受
付

受
講
す
る
前
月
の
15
日
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

※
お
問
い
合
わ
せ
は

子
育
て
支
援
課
（
ミ
ナ．

ク
ル
２
階
）

⑧
番
窓
口
　
�
53
―
８
４
４
５

ひ
と
り
親
家
庭
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
利
用
支
援
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
が
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
利
用
し
た
時
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、利
用
料
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

①
母
子
、
父
子
家
庭
で
、
市
内
小
学
校
に

通
学
す
る
１
年
生
〜
３
年
生
の
児
童
が

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
る

方
②
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
ま

た
は
、
ひ
と
り
親
医
療
費
の
助
成
を
受

け
て
い
る
方

助
成
額

児
童
１
人
あ
た
り
月
額
３，

０
０
０
円

（
た
だ
し
、
３，

０
０
０
円
未
満
の
場
合

は
保
護
者
負
担
分
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

子
育
て
支
援
課
（
ミ
ナ．

ク
ル
２
階
）

⑧
番
窓
口
　
�
53
―
８
４
４
５

租
税
教
室
を
開
催
し
ま
せ
ん
か

七
尾
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
税
の
仕
組
み
や
そ
の
果

た
す
役
割
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
「
租
税
教
室
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

各
学
校
や
町
内
の
公
民
館
、女
性
団
体
、

老
人
会
な
ど
地
域
の
集
ま
り
に
講
師
を
派

遣
し
た
り
、
実
際
に
税
を
使
っ
て
建
て
ら

れ
た
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
を
見
学
し
な

が
ら
、
税
の
役
割
を
分
か
り
や
す
く
説
明

い
た
し
ま
す
。

日
程
、
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
ご
都
合

に
合
わ
せ
て
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
　
�
53
―
８
４
１
４

平
成
17
年
度
情
報
公
開
及
び

個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況
　

情
報
公
開
請
求
件
数
　
　
　
49
件

全
部
開
示
件
数
　
　
　
21
件

訳
　
部
分
開
示
件
数
　
　
　
17
件

非
開
示
件
数
　
　
　
　
０
件

不
存
在
等
件
数
　
　
　
７
件

内
　
取
り
下
げ
件
数
　
　
　
３
件

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
１
件

不
服
申
立
て
件
数
　
　
　
　
１
件

な
お
、
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求
等

件
数
は
０
件
で
し
た
。こ
れ
ら
の
請
求
は
、

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
を
保
護
し
な
が
ら
、
市
の
情

報
を
積
極
的
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
し

て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

男
女
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
市
民
情
報
係

�
53
―
１
１
１
２

15 情 報 ラ ン ド

池田コレクション選抜展
「池田コレクション」は、七尾市名誉市

民の池田文夫氏（1907～87）蒐
しゅう

集
しゅう

の美
術品で、当館の中核作品として現在170
点が所蔵されています。
本展では、「池田コレクション」より、

茶道美術品を中心に工芸品、絵画、彫刻な
どの幅広いジャンルで、池田文夫氏が慈し
んだ優れた作品を紹介します。

会　　期

7月30日（日）まで開催中!!
【休館日：毎週月曜日（17日は開館、翌18日休館）】

開館時間
9：00～17：00（入館は16：30まで）
観 覧 料
一般350円(280円)･大高生280円(220円)
※中学生以下無料（ ）は20名以上の団体料金

◆ビデオ上映会（入場無料）◆
日　　時／7月15日（土） 11：00～　

会　　場／当館アートホール

上映作品／シリーズ北陸の工芸作家　石川の匠たち　

「炎と土と色」 浅蔵五十吉

■お問い合わせは
TEL53－1500 FAX53－6262
URL http://www.city.nanao.lg.jp/nanabi/

「織
おり

部
べ

沓形茶碗
くつがたちゃわん

」

く
　
ら
　
し

く
　
ら
　
し

「
金
魚
図
」

大
橋
翠
石

お
お
は
し
す
い
せ
き

「織
おり

部
べ

輪
りん

花
か

南瓜
かぼちゃ

葉
は

文台鉢
もんだいばち

」




